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が
二
巻
の
巨
冊
と
し
て
わ
れ
わ
れ
の
前
に

現
れ
た
の
は
昨
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
同
書
の
出
版
は
そ
れ
よ

り
以
前
、
一
昨
一
九
六

0
年
の
こ
と
に
昴
す
る
。
今
年
に
入
つ
て
、

本
書
に
た
い
し
て
科
學
部
門
の
レ
ー
ニ
ソ
賞
が
授
典
さ
れ
た
が
、

こ
の
よ
う
な
故
人
へ
の
授
賞
は
余
り
前
例
の
な
い
こ
と
で
あ
る
と

い
う
。
そ
し
て
本
書
が
出
版
さ
れ
、
レ
ー
ニ
ン
賞
を
受
け
る
に
い

た
っ
た
背
後
に
は
、
氏
の
東
京
留
學
以
来
の
友
人
で
ソ
連
科
學
ア

カ
デ
ミ
ー
會
員
ニ
コ
ラ
イ
・
イ
ォ
ジ
フ
ォ
ー
ビ
ッ
チ
・
コ
ソ
ラ
ッ

ド
氏
の
友
情
が
ひ
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
（
大
阪
朝
日
、
昭
和
三

七
年
五
月
二
七
日
附
、
秦
モ
ス
ク
ワ
支
局
長
執
筆
に
よ
る
）
。
本
書
に
つ

い
て
は
、
さ
き
に
橋
本
萬
太
郎
氏
に
よ
る
紹
介
も
あ
り
（
「
掌
中
珠

六

の
ク
ン
グ
ー
ト
・
漢
厨
一
音
研
究
の
方
法
」
中
國
語
學
一
〇
九
、
三

l
-

六
頁
、
昭
和
三
六
年
四
月
）
、
さ
ら
に
西
田
龍
雄
氏
の
詳
細
な
る
批
評

も
な
さ
れ
て
い
る
が
（
「
故

N
e
v
s
k
y
氏
の
西
夏
語
研
究
に
つ
い
て
」
言

語
研
究
第
四
一
披
、
五
五
ー
六
五
頁
、
昭
和
三
七
年
―
―
―
月
）
、
本
書
こ
そ

は
ネ
フ
ス
キ
氏
の
西
夏
學
研
究
成
果
の
い
わ
ば
集
大
成
と
も
い
う

べ
き
も
の
で
あ
り
、
四
十
六
歳
と
い
う
牡
年
に
し
て
一
九
三
八
年
、

惜
し
く
も
逝
去
せ
ら
れ
た
氏
の
業
紋
に
た
い
し
、
改
め
て
敬
服
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
研
究
の
、
中
道
に
し
て
斯
た
れ
た
こ
と
が
、

今
更
の
如
く
痛
惜
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

本
書
の
刊
行
と
前
後
し
て
、
氏
の
選
集
、
さ
ら
に
全
集
の
刊
行

計
霊
が
ソ
ヴ
ェ
ト
連
邦
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い
る
と
聞
く
が
、

こ
の
機
會
に
氏
の
業
績
に
闊
し
て
全
面
的
な
紹
介
を
試
み
る
と
と

も
に
、
そ
の
生
涯
を
ふ
り
か
え
つ
て
み
る
こ
と
は
決
し
て
無
意
義

で
は
な
い
と
思
う
。

岡

崎

精

郎



氏
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
柳
田
闘
男
氏
に
よ
っ
て
年
譜

が
編
ま
れ
て
い
る
が
（
「
大
白
帥
考
」
柳
田
國
男
先
生
著
作
集
第
一
一
巻

二
0
0
頁
）
、
そ
の
他
の
資
料
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
補
い
つ
つ
、
絞

べ
て
ゆ
こ
う
。

氏
は
一
八
九
二
年
二
月
一
八
日
、
露
園
ャ
ロ
ス
ラ
ヴ
リ
縣
ヤ
ロ

ス
ラ
ヴ
リ
市
に
生
九
た
。
こ
の
、
大
ロ
ジ
ア
人
の
出
身
と
い
う
こ

と
は
、
純
ロ
ジ
ア
系
以
外
の
人
の
少
く
な
い
ロ
ジ
ア
學
界
人
の
中

に
あ
っ
て
、
氏
の
自
ら
誇
り
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
わ

れ
る
（
石
演
純
太
郎
膊
士
談
話
）
。
氏
の
父
君
は
ャ
ロ
ス
ラ
ヴ
リ
地
方

裁
判
所
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
由
で
あ
る
が
、
早
く
雨
親
を
失
わ
れ

た
氏
は
、
や
は
り
ャ
ロ
ス
ラ
ヴ
リ
縣
の
ル
イ
ビ
ソ
ス
ク
市
で
母
方

の
親
戚
の
家
で
祖
母
に
育
て
ら
れ
、
一
九

0
0年
、
ル
イ
ビ
ソ
ス

ク
市
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
入
學
し
、
一
九

0
九
年
、
同
校
高
等
部

を
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
て
、
銀
メ
ダ
ル
を
受
賞
し
た
。
同
年
九

月
、
サ
ソ
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
エ
褻
専
門
學
校
（
一
に
、
ニ
コ
ラ

イ
ニ
世
帝
室
工
科
大
學
院
）
に
入
學
し
た
。
嘗
時
の
ロ
ジ
ア
で
は
、

昔
柴
教
育
が
非
常
に
進
ん
で
い
た
が
、
氏
は
音
架
に
は
全
然
興
味

を
ひ
か
れ
な
か
っ
た
と
い
う
（
高
栢
盛
孝
膊
士
「
ネ
フ
ス
キ
ー
氏
に
つ

い
て
」
日
本
民
俗
學
大
系
第
―
二
、
二
九
三
頁
）
。
一
年
を
鰹
て
、
か

ね
て
の
希
望
ど
お
り
に
、
中
國
語
・
日
本
語
を
學
ぶ
べ
く
、
サ
ン

ー
コ
ラ
イ

•
A

・
ネ
フ
ス
キ
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の
業
絞
と
生
涯

ク
ト
・
ペ
テ
ル
プ
ル
グ
大
學
の
東
洋
學
部
（
一
に
東
洋
科
和
崩
部
）

に
移
っ
た
。
氏
は
そ
の
「
自
他
」
（
前
掲
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に
お
い
て
、

「
早
く
か
ら
、
こ
れ
ら
の
言
語
に
憧
憬
を
感
じ
て
い
た
。
」
と
記

し
て
い
る
と
い
う
。
常
時
、
中
園
語
教
授
は
イ
ワ
ノ
フ
氏
で
、
後

年
、
ネ
フ
ス
キ
氏
に
西
夏
語
資
料
を
供
呉
し
た
人
で
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
中
園
語
の
勉
弧
に
入
っ
て
早
々
に
、
佛
教
史
研
究
家
の

ワ
シ
リ
エ
フ
氏
か
ら
、
「
中
國
人
す
ら
一
生
か
か
つ
て
も
覺
え
切

れ
ぬ
漠
字
を
外
図
人
が
學
ぶ
の
は
無
駄
だ
」
と
訓
さ
れ
、
一
寸
考

え
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
日
本
語
部
に
は
嘗
時
、
正
教
授
が
鋏
員

の
ま
ま
で
、
暮
末
の
こ
ろ
か
ら
ロ
ジ
ア
に
婦
化
さ
れ
て
い
た
黒
田

某
先
生
が
お
ら
れ
、
そ
の
日
本
語
教
科
書
は
日
本
外
史
で
あ
っ
た

と
い
う
。
そ
の
他
に
は
、
外
務
省
の
役
人
で
謂
師
に
み
え
た
某
氏

が
お
ら
れ
、
チ
ニ
ソ
バ
レ
ソ
の
日
本
語
文
法
の
ロ
ー
マ
字
を
ロ
ジ

ァ
風
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
て
讀
ま
れ
た
と
い
う
（
高
橋
博
士
前
掲

論
文
二
九
三
頁
）
。
一
九
一
三
年
の
夏
休
み
に
同
大
學
よ
り
日
本
に

派
追
せ
ら
れ
、
ニ
ヶ
月
間
東
京
に
滞
在
し
て
日
本
文
學
の
厨
究
に

従
事
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
際
、
「
長
崎
に
着
い
て
そ
の
日
本
人
に

教
わ
っ
た
言
葉
を
使
っ
た
と
こ
ろ
、
町
の
人
に
通
ぜ
ず
、
情
な
か

っ
た
」
由
で
あ
る
（
柳
田
國
男
氏
「
政
郷
七
十
年
」
二
九
[
〗
頁
）

o

翌


九
一
四
年
五
月
、
同
大
學
一
等
卒
業
證
書
を
授
奥
せ
ら
れ
、
同
大

學
教
授
候
補
者
に
選
ば
れ
て
日
本
語
講
座
に
残
さ
れ
、
同
時
に
帝
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二
｀

f
f

ル
タ
ジ
ュ
博
物
館
古
錢
學
部
助
手
と
な
っ
た
。
氏
の
前
途

ま
さ
に
洋
々
た
る
も
の
が
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
年
六
月
二

十
八
日
、
サ
ラ
エ
ヴ
ォ
に
突
披
し
た
凶
愛
は
ひ
い
て
は
八
月
一
日
、

ド
イ
ツ
の
封
ロ
シ
ア
宣
戦
布
告
に
疲
展
し
、
や
が
て
ョ
ー
ロ
ッ
パ

の
天
地
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
渦
中
に
お
し
つ
つ
ま
れ
た
。
こ
れ

ら
一
連
の
図
際
的
事
愛
は
學
究
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
氏
の
前
途

の
上
に
、
何
か
運
命
的
な
も
の
を
感
ぜ
し
め
ず
に
は
お
か
な
い
。

し
か
し
、
翌
一
九
一
五
年
三
月
、
氏
は
露
園
文
部
省
よ
り
二
年

間
の
期
間
付
で
日
本
に
官
費
留
學
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
同
年
七
月
、

日
本
に
到
着
し
、
「
國
・
漢
文
學
な
ら
び
に
日
本
民
俗
學
の
研
究
」

に
従
事
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
柳
田
氏
年
諧
二

0
0
頁
）
。
ロ
ー
ゼ

ン
ベ
ル
グ
（
佛
教
學
専
攻
）
、
セ
ル
ゲ
イ
・
エ
リ
セ
ー
ニ
フ
（
日
本
文

學
専
攻
、
後
年
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
學
教
授
、
退
職
後
．
ハ
リ
ー
在
住
）
雨
氏

ら
も
同
様
、
官
費
留
學
生
と
し
て
日
本
に
末
ら
れ
た
が
、
一
ヶ
月

五
百
圃
の
官
費
支
給
が
使
い
き
れ
ぬ
位
で
あ
っ
た
と
い
う
（
高
橋
博

士
前
掲
論
文
二
九
三
頁
）
。
し
か
る
に
ニ
ケ
年
の
留
學
期
間
の
満
ち

ん
と
す
る
一
九
一
七
年
三
月
、
ロ
ジ
ア
革
命
は
勃
痰
し
、
皇
帝
の

退
位
、
ケ
レ
ソ
ス
キ
ー
恨
政
府
の
樹
立
を
み
た
が
、
政
樅
交
替
の

結
果
と
し
て
留
學
費
送
金
を
停
止
せ
ら
れ
た
た
め
に
、
生
活
費
を

え
ん
が
た
め
に
、
東
京
の
明
露
壼
商
會
に
勤
務
す
る
の
や
む
な
き

に
い
た
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
こ
ろ
、
氏
は
柳
田
國
男
氏
に
師
事
し
始
め
ら

六

れ
た
も
の
の
如
く
で
、
一
九
一
五
年
秋
ご
ろ
ー
ー
と
い
え
ば
、
東

京
留
學
後
ま
も
な
い
こ
ろ
ー
ー
、
折
口
信
夫
、
中
山
太
郎
雨
氏
の

紹
介
で
始
め
て
柳
田
氏
を
訪
問
し
、
そ
れ
か
ら
は
い
つ
も
三
人
連

れ
で
訪
ね
ら
れ
た
由
で
、
翌
年
の
ネ
フ
ス
キ
氏
誕
生
日
に
は
柳
田

氏
の
方
か
ら
駒
込
の
ネ
フ
ス
キ
氏
宅
を
訪
ね
て
お
ら
れ
る
。
な
お
、

や
は
り
こ
の
こ
ろ
、
ニ
コ
ラ
イ

•
H

・
コ
ン
ラ
ッ
ド
氏
も
同
道
し

て
柳
田
氏
の
教
を
う
け
ら
れ
て
い
る
（
柳
田
氏
「
オ
ジ
ラ
様
と
ニ
コ
ラ

イ
・
ネ
フ
ス
キ
ー
」
大
白
紳
考
所
収
、
四
一
頁
、
「
故
郷
七
十
年
」
二
九
六

ー
七
頁
）
。
コ
ソ
ラ
ッ
ド
氏
は
一
九
―
二
年
、
サ
ソ
ク
ト
・
ペ
テ
ル

ブ
ル
グ
大
學
東
洋
學
部
を
卒
業
し
、
キ
ニ
フ
高
等
専
門
學
校
て
極

東
諸
民
族
の
民
俗
學
を
講
じ
、
ま
た
日
本
語
と
中
園
語
を
教
え
ら

れ
て
い
た
が
、
一
九
一
四
年
以
来
、
日
本
留
學
を
命
ぜ
ら
れ
、
二
年

間
東
京
大
學
文
學
部
國
文
學
科
で
受
講
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た

（
ヴ
ニ
．
ッ
ベ
ト
フ
「
コ
ン
ラ
ッ
ド
博
士
を
た
ず
ね
て
」
今
日
の
ソ
連
邦

一
九
六
一
年
二
月
一
五
日
附
、
四
披
）
。
岡
正
雄
氏
の
談
話
に
よ
れ
ば
、

常
時
柳
田
氏
御
宅
で
は
折
口
信
夫
、
金
田
一
京
助
氏
に
同
氏
も
加

わ
っ
て
萬
葉
集
の
研
究
會
を
開
い
て
い
た
が
、
そ
こ
に
ネ
フ
ス
キ
、

コ
ソ
ラ
ッ
ド
雨
氏
が
参
加
さ
れ
、
殊
に
ネ
フ
ス
キ
氏
は
言
語
學
を

専
攻
さ
れ
た
だ
け
あ
っ
て
、
萬
葉
集
の
解
繹
に
も
中
々
鋭
い
と
こ

ろ
を
み
せ
ら
れ
た
と
い
う
（
長
谷
川
幾
久
「
私
の
蒐
集
追
歴
」
一

六
頁
に
引
く
と
こ
ろ
）
。

さ
ら
に
こ
の
こ
ろ
、
折
口
信
夫
、
中
山
太

郎
雨
氏
に
ネ
フ
ス
キ
氏
を
加
え
て
、
や
は
り
柳
田
氏
御
宅
で
「
風



（!1-) 
土
記
逸
文
」
の
輪
講
を
開
い
て
お
ら
れ
た
と
い
う
（
「
故
郷
七
十
年
」

二
九
0
頁）。

か
く
し
て
、
こ
れ
よ
り
以
後
、
氏
の
日
本
民
俗
學
研
究
の
成
果

が
次
々
に
公
に
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
一
九
一
八
年
に
は
、

①
農
業
に
闘
す
る
血
液
の
土
俗
（
以
下
論
文
に
ナ
ン
バ
ー
を
附
け

る
。
）

の
一
文
が
「
土
俗
と
博
説
」
（
牛
島
軍
平
綱
輯
疲
行
・
文
武
堂
害
店
刊

行
）
一
巻
一
琥
（
一
八
ー
ニ

0
頁
）
‘
，
に
出
さ
れ
、
こ
れ
は
日
本
の
場

合
を
取
扱
い
、
と
く
に
風
土
記
の
記
事
を
中
心
と
し
た
研
究
で
、

豪
潤
の
習
俗
な
ど
を
も
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
胃
頭
に

「
露
國
留
學
生
ね
ふ
す
き
い
」
の
署
名
が
あ
る
。
な
お
、
同
披
表

紙
に
は
遠
野
の
獅
子
踊
の
寓
員
が
あ
り
、
こ
れ
は
ネ
フ
ス
キ
氏
の

撮
影
に
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
績
く
二
琥
に
は

⑱
遠
野
の
ま
じ
な
ひ
人
形
（
一
五
ー
一
六
頁
）

の
一
文
を
寄
せ
、
三
披
に
は

③
相
模
の
獅
子
舞
の
歌
（
一
九
頁
）

と
題
し
て
誹
奈
川
縣
津
久
井
郡
島
屋
村
の
も
の
を
採
り
上
げ
、
さ

ら
に
同
琥
に
は

あ
づ
な
ひ
の
罪
（
五
五
頁
）

と
題
し
て
、
あ
づ
な
ひ
の
罪
を
ロ
シ
ア
民
族
の
酋
習
と
闊
連
的
に

説
き
、
問
答
腔
の
形
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
同
誌
同
披
に

は
オ
レ
ス
ト
・
プ
＞
ト
ネ
ル
氏
の
「
R
u
s
a
l
k
a
(
自
殺
者
の
霰
魂

ー
コ
ラ
イ

•
A

・
ネ
フ
ス
キ
氏
の
業
績
と
生
涯

？
）
」
と
題
し
た
記
述
が
あ
り
（
二
六
ー
ニ
八
頁
）
、

R
u
s
a
l
k
a
と
は

古
代
ス
ラ
ヴ
博
説
の
水
と
森
の
妖
精
で
あ
る
が
、
こ
の
一
文
に
は

ネ
フ
ス
キ
氏
の
瞑
尾
に
附
し
て
書
い
た
旨
の
断
書
が
あ
り
、
さ
き

の
コ
ン
ラ
ッ
ド
氏
の
柳
田
氏
訪
問
・
研
究
會
参
加
の
件
と
と
も
に
、

こ
の
常
時
に
お
け
る
ロ
ジ
ア
人
留
學
生
ら
の
日
本
民
俗
乃
至
民
俗

學
へ
の
闘
心
の
程
を
窺
わ
し
め
よ
う
。

翌
一
九
一
九
年
五
月
、
小
樽
高
等
商
業
學
校
の
ロ
ジ
ア
語
教
師

に
嘱
託
せ
ら
れ
た
氏
は
任
地
に
赴
き
、
一
九
二
二
年
に
大
阪
外
図

語
學
校
に
轄
ず
る
ま
で
こ
の
地
に
あ
り
、
そ
の
間
、
増
毛
の
網
元

萬
谷
氏
の
磯
子
嬢
を
要
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
赴
任
の
年

か
ら
柳
田
園
男
氏
に
宛
て
た
質
間
欣
乃
至
レ
ボ
ー
ト
が
書
翰
の
形

で
若
干
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
柳
田
図
男
先
生
著
作
集
第
一

一
冊
「
大
白
誹
考
」
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
が
、
氏
の
研
究
封
象
は

ま
ず
オ
ジ
ラ
様
信
仰
に
向
け
ら
れ
、
北
海
道
か
ら
往
復
の
折
に
は

よ
く
相
馬
の
高
木
誠
一
氏
を
訪
ね
て
、
オ
ジ
ラ
様
の
研
究
を
さ
れ

（
「
故
郷
七
十
年
」
二
九
七
頁
）
、
さ
ら
に
佐
々
木
喜
善
氏
と
人
力
車

を
連
ね
て
東
北
の
村
々
を
廻
つ
て
オ
ジ
ラ
様
の
調
査
を
さ
れ
た

（
高
橋
博
士
前
掲
、
二
九
三
頁
）
。
オ
ジ
ラ
様
と
は
東
北
日
本
の
一
部

に
行
わ
れ
る
信
仰
現
象
で
、
こ
と
に
岩
手
・
宵
森
二
縣
で
は
、
蕉

い
家
々
に
侮
え
ら
れ
た
一
種
の
祭
具
で
、
普
通
二
本
の
木
の
執
物

（
と
り
も
の
）
の
上
端
を
、
色
々
の
布
片
を
重
ね
て
覆
い
包
み
、

し
ば
し
ば
こ
れ
に
人
の
顔
を
描
き
又
は
彫
刻
し
た
も
の
を
オ
ジ
ラ

ハ
四



ツ
ラ
サ
マ
と
ジ
ベ
リ
ア
・
ジ
ャ
ー
マ
ソ
と
の
比
較
を
行
い
（
但
し
、

日
本
の
巫
女
教
は
シ
ベ
リ
ア
輸
入
の
も
の
と
は
結
論
し
て
い
な
い
。
）
、

ア
プ
リ
カ

(
c
z
a
p
l
i
k
a
)
女
史
の
著
書
こ
(
A
b
o
r
i
g
i
n
a
l
S
i
b
e
r
i
a
"
 

を
入
手
せ
る
旨
を
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
は
ジ
ベ
リ
ア
民
族

を
概
観
し
、
就
中
ジ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
力
貼
を
お
い
て
絞
べ
ら
れ

た
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
氏
の
早
く
も
注
目
せ
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
柳
田
氏
は
こ
れ
ら
の
、
オ
ジ
ラ
様
に
深
い
闊

ニ
コ
ラ
イ

•
A

・
ネ
フ
ス
キ
氏
の
業
績
と
生
涯

ッ

様
、
稀
に
は
ま
た
オ
ジ
ラ
ボ
ト
ケ
と
さ
え
呼
ぶ
も
の
が
あ
り
、
こ

れ
に
基
い
て
大
白
誹
も
し
く
は
白
山
誹
な
ど
の
文
字
を
使
っ
て
い

る
人
も
折
に
は
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
い
わ
ゆ
る
オ
ジ
ラ
様
を

手
に
執
つ
て
、
神
意
を
問
い
且
つ
傭
え
た
も
の
が
、
曾
て
は
家
々

の
ア
ッ
パ
（
主
婦
）
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
も
は
や
歴
然
た
る
痕
跡

も
な
く
、
僅
か
に
童
幼
の
嬉
戯
の
中
か
ら
推
測
す
る
他
は
な
い
が
、

幸
い
に
し
て
他
の
地
方
の
、
専
業
巫
術
の
ま
だ
十
分
に
盛
行
し
な

い
村
々
の
類
例
を
引
き
く
ら
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
し
づ
つ
以

前
の
質
状
を
復
原
す
る
見
込
が
つ
い
た
と
柳
田
氏
は
説
か
れ
、
そ

し
て
最
初
に
そ
の
暗
示
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
賓
に
ネ
フ
ス
キ
氏

そ
の
人
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
「
オ
シ
ラ
様
と
二

n

ラ
イ
・

ネ
フ
ス
キ
ー
」
二
八
頁
）
。
「
大
白
紳
考
」
に
牧
め
ら
れ
た
氏
の
書
翰

は
、
一
九
一
九
年
九
月
四
日
附
の
も
の
を
初
め
と
し
、
一
九
ニ
―

年
四
月
二
二
日
附
の
も
の
を
以
て
お
わ
っ
て
い
る
が
、
一
九
二

0

年
三
月
二
六
日
附
書
翰
（
「
大
白
誹
考
」
二
六
六
ー
ニ
七
七
頁
）
で
オ

六
五

心
を
よ
せ
た
書
翰
を
集
録
せ
ら
れ
た
あ
と
で
次
の
如
く
結
ん
で
お

ら
れ
る
。
「
十
何
年
か
の
日
本
生
活
に
於
て
、
ネ
フ
ス
キ
ー
君
の

心
を
留
め
、
積
み
貯
へ
て
行
っ
た
知
識
の
中
に
は
、
こ
の
國
の
少

牡
學
徒
で
も
ま
だ
省
み
な
か
っ
た
も
の
が
色
々
あ
る
が
、
わ
け
て

も
オ
ジ
ラ
様
の
問
題
な
ど
は
大
き
な
印
象
で
あ
り
、
又
深
い
闘
心

の
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
こ
に
存
録
し
た
敷
逍
の
書
翰
か
ら
も

推
測
し
得
ら
れ
る
。
そ
れ
を
本
國
に
携
へ
還
っ
た
後
に
、
如
何
に

活
用
し
又
は
成
長
さ
せ
、
且
つ
そ
の
所
得
を
同
學
の
間
に
如
何
に

分
配
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
も
う
そ
れ
を
確
か
め
る
機
會
を
持

ち
得
な
い
と
し
て
も
、
い
つ
の
時
に
か
ま
は
り
ま
は
つ
て
、
日
本

に
も
其
結
果
が
憚
は
り
、
彼
と
袂
を
分
つ
て
か
ら
の
こ
の
私
の
一

國
限
り
の
研
究
と
、
比
べ
合
せ
て
見
る
こ
と
の
出
来
る
や
う
な
、

楽
し
い
文
化
の
交
流
期
が
出
現
す
る
こ
と
を
切
望
せ
ざ
る
を
え
な

い
。
」
（
「
オ
ッ
ラ
様
と
ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
ー
」
四
二
—
-
＝
頁
）
。

一
九
二
二
年
四
月
、
大
阪
外
闊
語
學
校
の
ロ
ジ
ア
語
教
師
に
任

ぜ
ら
れ
た
氏
は
、
小
樽
を
去
つ
て
大
阪
へ
赴
き
、
一
九
二
九
年
八

月
ま
で
同
校
に
勤
め
、
そ
の
傍
ら
、
一
九
二
三
年
八
月
よ
り
や
は

り
二
九
年
八
月
ま
で
、
京
都
大
學
文
學
部
嘱
託
と
し
て
史
學
科
副

科
目
の
ロ
シ
ア
語
を
講
ぜ
ら
れ
た
。
外
語
で
は
一
年
生
の
初
め
か

ら
ロ
ジ
ア
語
ば
か
り
で
授
業
さ
れ
た
が
、
大
の
授
業
で
は
、



ニ
コ
ラ
イ

•
A

・
ネ
フ
ス
キ
氏
の
業
績
と
生
涯

た
ち
は
本
が
詔
め
さ
へ
す
れ
ば
宜
い
の
だ
か
ら
」
と
、
日
本

語
ば
か
り
で
授
業
さ
れ
、
文
法
は
比
較
言
語
學
上
よ
り
み
た
ロ
ジ

ア
語
が
一
時
間
、
ロ
シ
ア
語
文
法
が
一
時
間
だ
け
で
、
す
ぐ
ト
ル

ス
ト
イ
の
短
篇
、
チ
ニ
ホ
フ
の
短
篇
、
翌
年
に
は
プ
ロ
ッ
ホ
の
詩
、

ロ
ジ
ア
諄
の
ジ
ョ
ウ
ジ
ア
の
劇
な
ど
を
用
い
ら
れ
、
賓
に
行
き
届

い
た
授
業
ぶ
り
で
あ
っ
た
と
い
う
（
高
橋
博
士
前
掲
、
二
九
四
頁
）
。

外
語
就
任
よ
り
以
後
、
一
九
二
九
年
の
婦
國
ま
で
、
八
年
に
わ

た
る
大
阪
生
活
が
始
る
が
、
氏
の
學
問
生
活
も
こ
こ
に
大
な
る
轄

換
を
と
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
日
本
民
俗
學

研
究
の
上
に
さ
ら
に
、
大
阪
を
足
場
と
し
て
研
究
が
進
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
一
九
二
三
年
六
月
、
石
濱
純
太
郎
、

高
橋
盛
孝
雨
博
士
と
と
も
に
大
阪
外
園
語
學
校
の
中
に
大
阪
東
洋

學
會
を
結
成
せ
ら
れ
た
が
、
や
が
て
は
氏
の
業
績
が
こ
の
會
よ
り

稜
刊
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
九
二
七
年
七

月
、
石
濱
、
高
橋
雨
博
士
、
衰
井
恵
倫
氏
、
笹
谷
良
造
氏
と
と
も
に
孵

安
學
屁
を
疲
起
し
て
幹
事
と
な
ら
れ
た
が
、
同
學
祉
は
襲
足
よ
り

以
来
、
大
阪
市
東
謳
豊
後
町
に
あ
っ
た
懐
徳
堂
の
小
講
堂
を
會
場

と
し
て
毎
月
の
研
究
例
會
を
行
い
、
戦
前
戦
中
の
大
阪
に
お
け
る

東
洋
學
研
究
者
の
握
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
。
「
静
安
學
祉
一

覧
」
（
昭
和
ニ
ハ
年
刊
）
に
の
せ
た
静
安
學
祉
緑
起
に
左
の
如
く
あ
る
。

昭
和
二
年
春
夏
の
際
、
高
橋
盛
孝
同
好
會
合
し
て
學
術
を
商
楷

す
る
の
議
を
主
唱
す
。
ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
、
石
濱
純
太
郎

之
に
賛
同
し
、
相
會
し
て
學
會
創
立
の
案
を
立
つ
。
適
々
我
等

の
仰
望
せ
る
王
静
安
先
生
逃
に
大
節
を
完
う
す
る
に
値
ふ
。
乃

ち
先
生
を
記
念
し
て
學
祉
の
名
を
定
め
、
以
て
最
仰
の
意
を
明

に
す
。
秋
九
月
二
十
五
日
を
以
て
第
一
會
を
競
し
て
静
安
學
祉

成
る
。
此
を
創
設
の
緑
起
と
為
す
。

す
で
に
こ
れ
よ
り
さ
き
、
一
九
二
五
年
夏
、
ネ
フ
ス
キ
氏
は
北
京

に
赴
き
、
王
闊
維
氏
に
面
會
さ
れ
て
よ
り
、
王
氏
に
傾
倒
し
て
お

ら
れ
、
こ
こ
に
静
安
學
祉
の
名
を
揮
ん
だ
の
は
、
氏
の
首
唱
に
基

い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
（
石
濱
膊
士
談
話
）
。
さ
て
、
闘
西
、

と
く
に
在
阪
諸
學
者
と
の
接
鯛
は
氏
の
研
究
活
動
に
大
な
る
影
害

を
興
え
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
氏
の
西
夏
學
研
究

も
賓
に
こ
の
接
鯛
の
間
に
端
を
疲
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
と
に
、

「
コ
ズ
ロ
フ
蒐
集
」
（
東
亜
研
究
五
［
四
・
五
、
大
正
四
年
）
に
お
い

て
、
コ
ズ
ロ
フ
・
コ
レ
ク
ジ

n

一
ン
に
注
目
さ
れ
、
さ
ら
に
「
西
夏

學
小
記
」
（
支
那
學
一
巻
三
琥
、
大
正
九
年
）
お
よ
び
そ
の
紹
篇
（
同

誌
三
巻
二
琥
、
大
正
一
―
年
）
に
お
い
て
、
西
夏
學
の
展
開
に
注
目

さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
石
濱
博
士
は
、
氏
に
た
い
し
て
ソ
ヴ
ェ
ト
連
邦

所
在
資
料
を
駆
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
西
夏
語
研
究
を
推
進
す

べ
く
働
奨
せ
ら
れ
た
が
、
一
九
二
五
年
夏
、
北
京
へ
旅
行
し
た
氏

が
、
イ
ワ
ノ
フ
博
士
か
ら
西
夏
語
研
究
資
料
を
入
手
し
た
こ
と
は
、

西
夏
學
疲
逹
史
上
、
き
わ
め
て
重
要
な
事
項
で
あ
り
、
そ
れ
は
後

年
、
氏
自
身
特
筆
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
「
西
夏
語
研
究

六
六



小
史
」
北
平
岡
雷
館
々
刊
四
巻
―
―
―
琥
）
。

も
と
よ
り
、
従
来
の
日
本
民
俗
學
研
究
は
こ
の
後
も
依
然
と
し

て
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
日
本
の
古
語
、
古
俗
を
調
べ
る
に

は
、
東
北
地
方
と
西
南
諸
島
を
調
査
す
べ
し
と
の
大
方
針
を
夙
に

樹
て
ら
れ
て
い
た
氏
は
、
大
阪
赴
任
の
の
ち
、
二
度
ま
で
も
南
方

調
査
の
旅
に
出
ら
れ
、
一
九
二
七
年
に
は
豪
潤
に
赴
い
て
曹
（
ッ

オ
ゥ
）
族
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
を
試
み
ら
れ
た
が
、
こ
の
研
究

成
果
は
後
年
ま
と
め
ら
れ
た
（
後
述
）
。
憂
潤
旅
行
の
の
ち
、
布
施

の
田
舎
家
に
住
ま
れ
た
氏
は
、
屋
内
に
蛇
を
飼
い
、
蛇
は
ロ
ジ
ア

に
は
い
な
い
、
き
れ
い
な
も
の
だ
と
い
つ
て
珍
重
せ
ら
れ
、
蛇
の

ア
ル
コ
ー
ル
漬
を
部
屋
に
お
き
、
蛇
皮
の
靴
を
は
き
、
蛇
皮
の
杖

を
つ
い
て
お
ら
れ
た
と
い
う
（
石
濱
博
士
談
話
）
。
さ
て
、
南
方
の

調
査
報
告
と
し
て
、
一
九
二
六
ー
七
年
に
か
け
て
、
民
族
一
巻
三

琥
（
一
七
ー
三0
頁
）
・
ニ
巻
一
睛
（
三
七
—
五
―
―
―
頁
）
に

⑮
ア
ヤ
ゴ
の
研
究
二
篇

を
分
載
せ
ら
れ
た
。
ア
ヤ
ゴ
と
は
宮
古
島
の
慰
歌
の
こ
と
で
あ
る

が
、
引
績
き
同
誌
二
巻
四
琥
（
一
五
―
―
―
ー
六
二
頁
）
に

⑥
宮
古
島
子
供
遊
戯
資
料

を
の
せ
て
い
る
。
の
ち
に
、
宮
古
う
た
六
〇
篇
（
こ
れ
は
ア
ヤ
ゴ
と

は
別
の
も
の
）
許
の
研
究
論
文
草
稿
と
し
て
ま
と
め
上
げ
ら
れ
、
新

村
出
博
士
よ
り
學
位
論
文
と
し
て
提
出
す
べ
く
励
奨
せ
ら
れ
た
も

の
も
（
石
濱
博
士
談
話
）
、
そ
の
着
手
せ
ら
れ
た
0
は
恐
ら
く
同
じ

ニ
コ
ラ
イ
・

A

・
ネ
フ
ス
キ
氏
の
業
絞
と
生
涯

ハ
七

大
服
部
四
郎
教
授
の
も
と
に
委
託
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
（
「
故
郷

こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
ネ
フ
ス
キ
氏
が
宮
古
島
か
ら
蹄
ら
れ
た
際
、
そ

の
調
査
報
告
を
聴
か
れ
た
柳
田
氏
の
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

宮
古
島
の
言
葉
は
大
骸
三
系
統
に
分
た
れ
、

囚
R
-＝
日
を
Z
一
音
に
疲
一
音
す
る
も
の
。

⑱
R
の
代
り
に

L
を
用
い
る
も
の
。

c
普
通
に
沖
縄
あ
た
り
で
使
っ
て
い
る
よ
う
に
、
ド
ロ
ッ
プ

（
薔
音
）
す
る
だ
け
の
も
の
。

と
な
る
が
、
こ
の
三
系
統
の
交
錯
・
共
存
が
い
か
に
し
て
成
立
し

た
か
と
い
う
貼
に
闊
心
を
抱
い
た
ネ
フ
ス
キ
氏
は
大
菱
苦
傍
し
て

ノ
ー
ト
を
と
ら
れ
た
。
氏
は
耳
が
少
し
遠
い
に
も
拘
ら
ず
、
巧
み

に
開
き
分
け
ら
れ
、
そ
し
て
仕
分
け
が
極
め
て
優
れ
て
お
ら
れ
た

と
い
う
（
「
故
郷
七
十
年
」
二
九
五
ー
六
頁
）
。
さ
ら
に
一
九
二
七
年
に

（
背
磐
學
協
會
、
東
京
）
第
二
輯
に
、

「
昔
磐
の
硲
究
」

⑰
琉
球
の
昔
話
鶉
の
話
の
装
音
轄
寓

を
の
せ
ら
れ
て
い
る
由
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
な
お
参
照
の
機
會
を

え
て
い
な
い
。
一
九
二
八
・
ニ
九
年
ご
ろ
、
氏
は
京
大
に
お
い
て
、

ロ
ジ
ア
語
の
講
義
の
他
に
、
ア
イ
ヌ
語
、
さ
ら
に
沖
縄
方
言
に
闘

す
る
謂
義
を
行
わ
れ
た
由
で
あ
る
が
（
三
品
彰
英
拇
士
御
教
示
）
、
沖

縄
方
言
の
講
義
の
も
と
に
な
っ
た
も
の
は
、
ネ
フ
ス
キ
氏
蹄
闊
の

際
に
残
さ
れ
て
現
在
、
藤
澤
の
長
谷
川
幾
久
雄
氏
の
所
蔵
に
な
っ

て
い
る
ノ
ー
ト
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
本
ノ
ー
ト
は
そ
の
寓
信
が
東

は、



ニ
コ
ラ
イ
・

A
・
ネ
フ
ス
キ
氏
の
業
績
と
生
涯

七
十
年
」
二
九
四
ー
五
頁
）
。
柳
田
氏
は
ネ
フ
ス
キ
氏
の
、
日
本
の
學

界
の
た
め
に
盛
さ
れ
た
仕
事
の
一
っ
と
し
て
、
沖
縄
の
言
語
の
研

究
を
あ
げ
ら
れ
、
日
本
語
と
沖
縄
語
と
が
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ

と
の
證
明
に
敷
字
な
ど
を
使
い
、
「
主
と
し
て
首
里
と
か
那
覇
と

か
の
お
そ
ろ
し
く
愛
化
し
た
言
葉
の
形
と
、
京
都
あ
た
り
の
言
葉

と
を
比
べ
」
る
や
り
方
に
は
ど
う
も
同
意
出
来
ぬ
の
に
た
い
し
て
、

ネ
フ
ス
キ
氏
の
や
り
方
は
、
現
地
へ
行
き
、
現
在
の
言
葉
が
、
何
年

何
月
ご
ろ
の
ど
こ
で
は
こ
れ
こ
れ
と
い
う
風
な
報
告
を
し
て
お
り
、

非
常
に
は
か
の
ゆ
か
ぬ
仕
事
だ
が
、
そ
の
功
績
は
無
視
出
来
な
い
、

日
本
語
と
沖
縄
語
と
が
共
通
で
あ
る
と
い
う
結
論
は
雨
者
同
じ
で

も
、
そ
れ
を
尊
き
出
す
方
法
に
は
婦
納
の
方
が
演
繹
よ
り
も
妥
常

で
あ
る
と
つ
け
加
え
ら
れ
て
い
る
（
同
右
、
二
九
ニ
ー
三
頁
）
。

こ
の
他
、
一
九
二
七
ー
ニ
八
年
に
か
け
て
、
「
民
族
」
誌
上
に
、

⑱
美
人
の
生
れ
ぬ
わ
け
（
二
七
年
、
二
巻
二
披
、
一
五
六
ー
七
頁
）

⑨
月
と
不
死
（
若
水
の
研
究
の
試
み
）
日
・
⇔
（
二
八
年
、
三
往

二
披
•
四
披
、
一
七
ー
ニ
四
頁
・
四
五
—
五
二
頁
）

の
民
俗
學
研
究
論
文
二
篇
を
の
せ
ら
れ
て
お
り
、
後
者
は
若
水
の

研
究
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
同
誌
二
巻
四

琥

(
1
0
一
ー
六
頁
）
に
は

⑩
故
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
氏
ー
其
小
縛
と
著
作
ー

の
一
文
を
の
せ
て
お
ら
れ
る
。
同
誌
同
披
に
は
な
お
、
石
田
幹
之

助
教
授
の
「
ジ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
教
授
の
訃
」
の
一
文
を
牧
め
て

い
る
が
（
九
五
ー
一

0
0頁
）
、
ジ
ュ
テ
ル
ソ
ベ
ル
グ
氏
の
ギ
リ
ヤ
ク

語
文
法
は
氏
の
丹
念
に
讀
破
せ
ら
れ
た
も
の
の
如
く
で
、
後
に
も

ふ
れ
る
如
く
、
豪
潤
の
ツ
オ
ゥ
族
の
言
語
研
究
の
場
合
に
も
テ
キ

ス
ト
本
位
の
方
法
を
適
用
し
、
そ
れ
は
ジ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
の
影

曹
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
（
浅
井
恵
倫
氏
「
台
潤
言
語
學
は
ど
こ

ま
で
進
ん
だ
か
？
」
民
族
學
研
究
一
八
巻
一
・
ニ
披
一
四
頁
）
。
さ
ら
に
、

昭
和
初
年
、
高
橋
盛
孝
博
士
が
京
大
に
お
い
て
氏
の
ロ
ジ
ア
語
講

義
を
聴
か
れ
た
際
、
「
民
俗
學
の
研
究
法
に
つ
い
て
教
室
以
外
で

い
ろ
い
ろ
懇
切
な
御
指
絲
を
受
け
、
」
「
ギ
リ
ヤ
ク
語
に
つ
い
て
も
、

先
づ
御
秘
蔵
の
ジ
ュ
テ
ル
ソ
ベ
ル
グ
の
文
法
を
貸
興
せ
ら
れ
、
自

分
は
そ
れ
を
全
諄
し
た
う
え
で
或
る
日
曜
日
の
午
前
八
時
か
ら
夜

十
二
時
ま
で
先
生
の
前
で
こ
の
繹
を
讀
み
上
げ
、
先
生
は
テ
キ
ス

ト
を
見
な
が
ら
一
々
批
評
訂
正
を
加
へ
て
下
さ
っ
た
。
」
由
で
あ

る
（
高
橋
博
士
「
樺
太
ギ
リ
ヤ
ク
語
」
昭
和
一
七
年
、
一
頁
）
．

以
上
の
如
く
、
大
阪
轄
任
を
機
と
し
て
、
氏
の
研
究
領
域
は
一

段
と
廣
ま
り
、
東
北
民
俗
の
研
究
か
ら
進
ん
で
西
南
諸
島
の
民

俗
・
言
語
の
研
究
へ
及
ん
だ
の
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
氏
の
研
究

の
中
で
特
筆
さ
る
べ
き
も
の
は
西
夏
語
資
料
を
め
ぐ
つ
て
の
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
の
第
一
著
作
は
さ
き
に
の
べ
た
大
阪
東
洋
學
會
か

ら
亜
細
亜
研
究
第
四
琥
と
し
て
刊
行
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、

四

六
ノ＼



⑱ 

X
X
I
X
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p
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⑪
謬
警
四
夏
文
字
抄
覧

が
そ
れ
で
あ
る
（
一
九
二
六
年
―
―
―
月
一
五
日
刊
行
）
。
本
書
は
前
年
の

夏
、
北
京
へ
赴
き
、
イ
ワ
ノ
フ
博
士
を
訪
ね
て
賂
束
さ
れ
た
西
夏

語
資
料
ー
ー
ー
イ
ワ
ノ
フ
博
士
出
版
の
封
繹
観
淵
勒
上
生
兜
率
天
紐

を
は
じ
め
と
す
る
、
チ
ベ
ッ
ト
文
字
を
附
し
た
西
夏
佛
典
ー
|
ー
を

活
用
さ
れ
て
成
っ
た
業
鎖
に
し
て
、
こ
れ
ら
佛
典
は
表
昔
文
字
の

チ
ベ
ッ
ト
文
字
を
以
て
西
夏
字
の
疲
一
音
を
注
し
て
あ
る
か
ら
、
西

夏
語
の
一
音
韻
を
論
ず
る
に
は
不
可
鋏
の
も
の
で
あ
っ
た
。
同
書
の

自
序
は
一
九
二
五
年
―
二
月
附
で
あ
る
が
、
石
濱
博
士
の
同
書
序

文
に
、
「
今
歴
山
（
ネ
フ
ス
キ
）
君
が
こ
れ
（
西
夏
佛
典
）
に
出
て
ゐ

る
文
字
を
編
纂
し
て
一
の
疲
一
音
字
書
と
な
し
て
世
に
胎
る
は
蓋
し

西
夏
昔
韻
學
の
基
礎
を
築
く
も
の
」
と
せ
ら
れ
て
い
る

(VJI
頁）。

引
績
き
、
一
九
二
六
年
―
一
月
に
は
内
藤
湖
南
博
士
還
脈
記
念
論

文
集
に
獣
呈
す
べ
く
、

⑬
西
夏
助
僻
孜
略

の
一
篇
を
物
さ
れ
、
同
稿
は
一
九
三

0
年
に
い
た
つ
て
、
「
内
藤

博
士
頌
壽
記
念
史
學
論
叢
」
（
四
三
九
ー
四
五
一
頁
）
に
牧
め
ら
れ
、

今
回
そ
の
ロ
ジ
ア
壽
が
前
掲
書

(
T
.
{
)
.

c. 
1
4
0
ー1
5
2
)

に
載
せ

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
前
記
新
資
料
の
他
に
、
西
夏
靡
法
華
紐

第
七
巻
を
弱
田
亨
博
士
よ
り
借
覧
参
照
さ
れ
て
成
っ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
翌
一
九
二
七
年
に
は
、

C
o
n
c
e
r
n
i
n
g
 
T
a
n
g
u
t
 D
i
c
t
i
o
n
a
r
i
e
s
 

ニ
コ
ラ
イ

•
A

・
ネ
フ
ス
キ
氏
の
業
績
と
生
涯

六
九

を
著
さ
れ
、
こ
れ
は
一
九
三

0
年
刊
行
の
「
狩
野
教
授
還
暦
記
念

支
那
學
論
叢
」
（
二
七
ー
四
一
頁
）
に
の
せ
ら
れ
、
こ
れ
ま
た
そ
の

．
ロ
ジ
ア
繹
が
前
掲
書
(
T
・
{
)
.

C
.
 
9
5
ー
106)
に
牧
め
ら
れ
た
が
、

こ
れ
は
イ
ワ
ノ
フ
博
士
提
供
に
な
る
「
同
昔
」
・
「
文
海
雑
類
」
・
「
文

海
」
な
ど
、
西
夏
人
の
手
に
な
る
音
韻
書
を
紹
介
せ
ら
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
や
は
り
同
年
、
石
濱
博
士
と
の
共
繹
に
な
る
、

⑲
西
夏
文
般
若
紐
の
断
片
（
痰
文
一
八
巻
五
披
）

が
痰
表
せ
ら
れ
た
が
、
や
は
り
同
年
、
氏
と
石
濱
博
士
の
共
闘
で
、

ペ
リ
オ
・
コ
レ
ク
ジ
ョ
ソ
中
の
、

⑮

西

夏

地

蔵

菩

薩

本

願

紐

残

紙

．

が
「
典
籍
の
研
究
」
（
大
阪
・
玉
樹
讃
店
刊
行
）
六
腕
に
出
さ
れ
、
そ

れ
は
大
正
蔵
紐
第
一
三
巻
（
七
八
六
頁
中
二
八
行
ー
下
一
三
行
）
に
相

常
す
る
こ
と
が
證
せ
ら
れ
た
。

以
上
の
諸
業
鎖
と
相
ま
つ
て
、
こ
の
こ
ろ
、
西
夏
語
僻
典
作
成

の
仕
事
は
着
々
と
す
す
め
ら
れ
て
い
た
。
前
年
、
北
京
で
イ
ワ
ノ

フ
博
士
よ
り
入
手
さ
れ
た
資
料
に
加
え
て
、
一
九
二
八
ー
ニ
九
年

ご
ろ
に
は
ど
―
ン
グ
ラ
ー
ド
の
ア
ジ
ア
博
物
館
の
コ
ズ
ロ
フ
・
コ

レ
ク
ジ
ョ
ソ
も
ォ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
(
S
.

F. 
O
l
d
e
n
b
u
r
g
)
、
ア
レ

ク
セ
ー
フ

(V.
M. A
l
e
x
i
e
v
)
雨
氏
に
よ
つ
て
利
用
の
途
が
開

か
れ
て
い
て
（
ネ
フ
ス
キ
「
西
夏
語
研
究
小
史
」
九
九
ー
四
0
0
頁）、

こ
れ
ら
資
料
に
基
き
つ
つ
、
西
夏
封
―
音
字
菌
を
壻
補
し
た
稿
本
ノ

ー
ト
は
作
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
（
石
浪
博
士
「
西
夏
語
研
究
の
話
」
東



ニ
コ
ラ
イ

•
A

・
ネ
フ
ス
キ
氏
の
業
績
と
生
涯

洋
學
の
話
所
収
一
九
八
頁
）
。
そ
れ
に
牧
め
ら
れ
た
語
始
の
敗
は
、
今

回
出
版
の
書
物
に
牧
め
ら
れ
た
も
の
よ
り
は
少
か
っ
た
よ
う
だ
と

い
わ
れ
て
お
り
（
石
浪
拇
士
談
話
）
、
こ
の
ノ
ー
ト
ニ
肌
の
稿
本
は

氏
の
婦
國
に
際
し
て
、
石
濱
牌
士
の
御
手
許
に
留
め
お
か
れ
た
の

で
あ
る
が
、
誠
に
残
念
な
こ
と
に
、
他
人
に
借
出
さ
れ
た
ま
ま
、

現
在
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
同
稿
本
の
巻
尾
に
は
、

こへ

I
n
n
e
r
m
o
s
t
A
s
i
a
"
 
Vol. 
III. (
C
X
X
X
I
•
V
~
C
X
X
X
V
I
I

、
)

の
カ
ラ
ホ
ト
出
土
西
夏
文
書
の
、

B.
L
a
u
f
e
r
の
手
に
な
る
注
繹

に
た
い
す
る
訂
正
が
施
さ
れ
、
そ
れ
は
、
チ
ベ
ッ
ト
文
字
の
注
音

を
附
し
た
西
夏
文
字
五
百
以
上
に
わ
た
る
も
の
で
、
こ
の
部
分
の

み
は
氏
の
饉
園
に
際
し
て
東
洋
文
庫
に
寄
託
せ
ら
れ
た
と
い
う

（
「
西
夏
語
研
究
小
史
」
三
九
八
頁
）
。
結
局
、
同
稿
本
ノ
ー
ト
ニ
冊
は

氏
の
蹄
園
に
常
つ
て
残
置
さ
れ
、
氏
と
し
て
は
蹄
醐
後
別
に
改
め

て
稿
本
を
作
成
し
、
そ
れ
が
今
回
出
版
せ
ら
れ
た
も
の
と
み
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
こ
の
こ
ろ
、
ア
ジ
ア
博
物
館
か
ら
敷
多
く
の
西
夏
文
佛

典
の
寓
員
が
も
た
ら
さ
れ
た
中
に
、
チ
ベ
ッ
ト
文
よ
り
闘
出
さ
れ

た
西
夏
文
継
典
が
あ
り
、
そ
れ
は
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
氏
に
よ
れ
ば
、

「
五
部
紐
」

(
P
a
n
c
a
'
r
a
k
$
a
)
の
一
で
あ
る
と
い
う
が
、
氏
は
そ

の
全
文
を
三
部
に
分
ち
、
そ
の
第
一
部
分
を
日
本
文
に
謬
出
し
、

注
を
附
さ
れ
た
こ
と
を
自
ら
記
さ
れ
て
い
る
（
「
西
夏
語
研
究
小
史
」

九
九
ー
四

0
0頁
）
。
同
稿
本
の
成
っ
た
の
は
氏
の
師
図
直
前
、
一

九
二
九
年
中
の
こ
と
の
由
で
あ
る
が
（
石
浪
膊
士
談
話
）
、
し
か
し
、

同
稿
本
も
ま
た
今
日
そ
の
所
在
の
明
か
な
ら
ぬ
の
は
逍
憾
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
婦
闘
前
の
―
二
年
間
の
ネ
フ
ス
キ
氏
の
努
力
は
す

さ
ま
じ
い
も
の
が
あ
り
、
殊
に
西
夏
語
の
研
究
に
な
る
と
精
魂
を

粛
し
て
お
ら
れ
た
と
他
え
ら
れ
て
い
る
（
石
濱
膊
士
「
西
夏
語
研
究

の
話
」
一
九
八
ー
九
頁
）
。
ネ
フ
ス
キ
氏
の
蹄
國
事
情
は
詳
か
で
な
い

が
、
柳
田
氏
に
よ
れ
ば
、
地
位
が
不
安
な
の
で
、
蹄
園
し
て
正
式

の
地
位
を
得
ん
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
（
故
郷
七
十

年
」
二
九
一
頁
）
。
氏
自
身
が
「
西
夏
語
研
究
小
史
」
（
三
九
八
頁
）

に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
九
年
秋
に
蹄
図
の

準
備
を
せ
ら
れ
た
由
で
、
恐
ら
く
同
年
中
に
婦
國
せ
ら
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
大
阪
外
園
語
學
校
に
は
同
年
八
月
ま
で
勤

め
ら
れ
て
お
り
（
梢
松
源
一
殺
授
の
御
調
査
に
よ
る
。
）
、
京
都
大
學
も

同
月
末
ま
で
在
職
せ
ら
れ
て
い
る
（
西
田
龍
雄
氏
の
御
調
査
に
よ
る
）
。

な
お
、
夫
人
は
同
伴
さ
れ
ず
、
後
か
ら
入
國
手
紹
を
し
て
赴
か
れ

た
と
い
う
（
石
泊
拇
士
談
話
）
。

さ
て
師
圃
草
々
に
氏
は
ソ
連
邦
科
學
院
に
お
い
て
、
西
夏
語
に

闘
す
る
研
究
骰
表
を
行
い
、
科
學
院
會
員
に
し
て
有
名
な
東
洋
學

者
で
あ
っ
た
バ
ル
ト
リ
ド

(
B
.
BapTOJIII/1)

教
授
の
絶
賛
を
博

さ
れ
た
と
い
う
が
（
石
浪
博
士
談
話
）
、
こ
の
後
、
石
濱
博
士
と
共

著
で
陸
絞
と
業
績
が
公
に
せ
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
二
九
年

こ、
．
 

七

0



一
コ
ラ
イ

•
A

・
ネ
フ
ス
キ
氏
の
業
蹟
と
生
涯

一
方
、
ネ
フ
ス
キ
氏
個
人
で
疲
表
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
前

の
の

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一
年
五
月
）

⑯
西
夏
語
認
大
蔵
紐
考
（
龍
谷
大
學
論
叢
第
二
八
七
披
、
一
八
—

二
五
頁
。
周
一
良
氏
に
よ
る
逆
闘
は
北
平
岡
喜
館
々
刊
四
咎
三
腕
所

敗
、
一
九
三
二
年
刊
行
）

を
出
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
翌
一
九
三

0
年
に
は

⑰
蕃
漠
合
時
掌
中
珠
（
書
評
）
（
史
林
一
五
巻
一
琥
、
一
九
―
―
―
こ

年
一
月
）

が
書
か
れ
、
さ
ら
に
一
九
三
二
年
に
は

⑱
西
夏
文
八
千
頌
般
若
紐
合
璧
考
繹
（
北
平
岡
沿
醤
悶
刊
四
巻

三
腕
、
二
四
七
ー
ニ
五
八
頁
）

を
出
さ
れ
、
綬
い
て
翌
年
に
は

⑲
西
夏
語
繹
大
方
廣
佛
華
殿
紐
入
不
可
思
議
解
脱
境
界
普
賢

行
願
品
（
マ
ユ
ー
ラ
、
一
九
三
三
年
―
二
月
。
本
論
文
で
は
廣
瀬
督

氏
も
共
著
者
と
し
て
名
を
連
ね
ら
れ
て
い
る
。
）

が
公
に
さ
れ
た
が
、
マ
ユ
ー
ラ
誌
の
論
文
は
な
お
目
賭
の
機
會
を

え
て
い
な
い
。
別
に
、
西
域
考
古
閻
譜
下
巻
、
西
域
語
文
書
⑬
の

③
•
固
の
不
明
語
文
書
斯
片
を
闘
出
し
て
、

⑳
子
闘
文
知
炉
陀
羅
尼
紐
の
断
片
（
静
安
學
耽
叢
稿
）
（
龍
谷
大

學
論
叢
―
―

1
0
二
披
、
一
一
ー
＝
＝
一
頁
、
一
九

を
公
に
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
さ
き
に
静
安
學
祉
第
七
回
集
會
（
昭

和
三
年
五
月
二
七
日
）
に
お
い
て
部
表
せ
ら
れ
た
も
の
を
ま
と
め
ら

七

掲
「
北
平
図
書
館
々
刊
」
四
巻
一
一
に
、

⑳
西
夏
國
書
歿
経
繹
文
及
び
類
林
繹
文
（
二
四
一
ー
六
頁
）

⑫
蘇
俄
研
究
院
亜
洲
博
物
館
蔵
西
夏
文
書
箱
目
録
二
則
（
三

六
七
ー
三
七
七
頁
）

⑬
酉
艮
語
研
究
小
史
（
三
七
九
ー
四

0-
＝一頁）

の
三
篇
が
あ
る
。
⑳
の
「
類
林
」
の
撰
者
は
詳
か
で
な
い
が
、
新

唐
書
巻
五
九
・
宋
史
巻
二

0
七
の
藝
文
志
に
は
夫
々
「
子
立
政
類

林
十
巻
」
が
見
え
て
い
る
。
⑬
に
よ
っ
て
、

天
盛
年
愛
新
民
制
學
（
郎
酉
夏
法
律
集
、
刊
本
）

十
二
園
（
三
巻
本
、
由
漢
語
認
成
之
歴
史
害
、
刊
本
）

無
題
之
西
夏
詩
文
集
（
刊
本
）

な
ど
、
直
接
歴
史
闊
係
の
資
料
の
見
出
さ
れ
た
の
は
（
三
七
二
頁
）
、

西
夏
史
研
究
上
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
と
く
に
「
天
盛
年
愛
新

民
制
學
」

(1149
年
11169年
の
間
の
も
の
）
は
後
年
、
や
は
り
氏
に

よ
つ
て
そ
の
所
在
を
明
ら
か
に
せ
ら
れ
た
「
光
定
壬
申
新
法
」

(
1
2
1
2

年
の
も
の
）
と
と
も
に
（
後
述
）
、
西
夏
史
研
究
上
、
さ
ら
に

東
洋
法
制
史
研
究
の
上
か
ら
重
要
な
文
獣
で
あ
り
、
と
も
す
れ
ば

渡
文
史
料
に
の
み
局
限
さ
れ
る
嫌
い
の
あ
る
西
夏
史
研
究
に
あ
っ

て
、
新
な
る
面
を
開
く
も
の
と
し
て
、
そ
の
史
料
的
意
義
は
重
要

な
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
研
究
面
の

進
展
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。
⑳
は
一
九
三
一
年
に
披
表
さ
れ
た
も

で
あ
る
が

(OtJepn:

n
c
T
o
p
u
r
r
 
T
m
1
r
y『

l'OBe/leIUIJI.



ニ
コ
ラ
イ

•
A

・
ネ
フ
ス
キ
氏
の
業
績
と
生
涯

合
3
B
e
C
T
!
i
n
A
1
-
:
a
n
e
M
m
1
 H
a
y
K
 C
C
C
塁
OT/leJieIIHC
0
6
1
号

C
T
B
C
H
H
b
l
X
 
H
a
y
K
,
 
1
9
3
1
.
)
、
常
時
ま
で
の
西
夏
學
史
と
し
て
貴

重
で
あ
る
（
本
論
文
ロ
シ
ア
文
も
前
掲
魯

(
T
.
0
.
）
に
収
め
ら
る
。

C
.

19132・)
。
さ
ら
に
一
九
三
三
年
に

⑳
西
夏
國
名
考

(
0
I
m
n
i
,
1
e
n
o
n
a
m
1
r
1
'
f
a
n
r
y
T
c
1
w
r
o
_
 r
o
,
 

c
y
l
!
a
p
C
T
B
a
.
 
{
3
a
m
I
C
I
C
I
I
 
H
H
C
T
!
!
T
y
T
a
 
B
O
g
o
k
o
B
e
A
e
I
H
m
 

A
I
,
a
l
l
C
M
H
l
i
 
H
a
y
K
 C
C
C
P》》

'f.
II, 
Bblll. 
3.) 

が
疲
表
さ
れ
（
本
論
文
も
前
掲
粛

(
T
.
0
.
）
に
敗
め
ら
る
。

c.
3
3ー

51.)
、

こ
れ
に
加
え
て
同
年
に
、

斡
西
夏
國
名
考
補
正
（
龍
谷
大
學
論
叢
第
三

0
五
披
、
一
ー
ニ
―

頁）

の
一
篇
が
石
濱
博
士
と
共
著
で
公
に
せ
ら
れ
た
が
、
斡
は
王
静
如

氏
の
「
西
夏
圃
名
考
」
（
歴
史
語
言
研
究
所
凱
刊
甲
種
之
八
・
西
夏
研

究
第
一
輯
所
牧
、
七
七
ー
八
八
頁
）
の
中
、
と
く
に
そ
の
中
の
白
照
と

い
う
名
稲
に
闘
す
る
考
證
の
批
判
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
敷
年
の
の

こ、
c
 

ち

西
夏
文
字
と
そ
の
蒐
集
品
(
T
a
H
r
y
T
C
I
W
.
l
I
IIIIC'.bMCHHOC, 

T'.b 
I1 
C
C
 
q10HJII,I. 
{、

Am,JIUJ!hl
r
p
y
r
r
r
r
u
 
n
o
c
T
O
K
o
n
e
1
1
o
n
 

H
a
 c
e
c
c
m
r
 
A1w11eM11II 
H
a
y
K
 C
C
C
P
 2
0
/
I
I
I
 
1
9
3
5
 
r., 

M
．
ー

JI.
1
9
3
6
,
)
 

が
公
に
さ
れ
、
本
論
文
も
前
掲
書

(T.
<I>. 
c. 
7
4
1
9
4
.
)

に
牧
め

ら
れ
て
い
る
。
本
論
文
に
お
い
て
は
、
西
夏
人
の
詩
集
の
他
に
、

⑳ 

西
夏
人
の
創
作
に
な
る
も
の
と
し
て
、

1
、
徳
行
集

(
c
6
o
p
m
r
n
:
a
0
6
J
I
C
C、
r
n
o
r
o
n
o
n
e
;
,
e
m
m
)

と
稲

せ
ら
れ
る
も
の
。

2
、
聖
立
義
悔

(
M
o
p
e
n
a
-
r
e
p
T
a
m
き

3
 

4
 

5
、
法
律
書

6
、
賢
智
集

(
I
f
a
p
e
,
r
e
m
m
)

と
稲
せ
ら
れ
る
も
の
。

な
ど
の
、
ソ
連
東
方
學
研
究
所
（
さ
き
の
ア
ジ
ア
膊
物
館
）
の
資
料

類
を
あ
げ
て
い
る
。
「
聖
立
義
海
」
は
五
冊
か
ら
成
る
西
夏
の
百

科
僻
典
で
、
内
容
は
十
五
篇
よ
り
成
つ
て
い
た
と
い
う
が
、
そ
の

一
部
し
か
現
存
し
て
い
な
い
。
「
賢
智
集
」
と
は
格
言
集
で
、
そ

の
一
つ
は
一
―
七
六
年
に
梁
徳
養
（
漢
人
か
）
が
口
頭
偲
誦
の
格

言
を
ま
と
め
上
げ
た
も
の
で
、
他
の
一
つ
は
王
仁
持
（
や
は
り
漢

人
か
）
が
自
己
の
格
言
を
編
集
し
て
、
一
―
八
七
年
に
出
版
し
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
。
法
律
書
と
し
て
は
、
さ
き
の
「
目
録
」
に

あ
げ
ら
れ
た
「
天
盛
年
愛
新
民
制
學
」
の
他
に
「
光
定
壬
申
新
法
」

の
あ
る
こ
と
が
調
査
せ
ら
れ
て
お
り
、
瞥
學
書
と
し
て
は
、
紫
苑

丸

(
A
s
t
e
r
t
a
r
t
a
r
i
c
 u
s
)

と
い
う
丸
薬
の
慮
方
を
記
し
た
テ
キ

ス
ト
な
ど
が
あ
る
他
に
、
占
星
書
と
し
て
は
、
骨
勒
(
r
yー
.110)
部

の
仁
惹
に
よ
っ
て
一
―
八
三
年
に
作
ら
れ
た
「
大
陰
五
星
集
」

(
c
6
o
p
m
m
'
l
'
U
l
!
H
 IJJITH 
IJ.JIUHe'r)

と
呼
ば
れ
る
テ
キ
ス
ト
が
あ

七



⑱
 

(
M
a
T
e
p
H
U
J
i
l
>
I
 
7lJIJ] 

り
、
ま
た
未
来
の
子
供
に
つ
い
て
の
占
い
や
、
の
叫
び
磐
に
つ

い
て
の
占
い
を
書
い
た
寓
本
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
記
述
に
は
、
中

國
の
占
術
か
ら
の
影
書
を
感
ぜ
し
め
る
も
の
も
あ
る
と
い
う
が
、

烏
の
叫
び
朦
の
占
い
の
如
き
は
、
チ
ベ
ヅ
ト
の
鳥
占
い
と
の
闊
連

を
考
え
し
め
る
も
の
で
あ
り

(
B
.
L
a
u
f
e
r
;
 
B
i
r
d
 d
i
v
i
n
_
a
t
i
o
n
 

a
m
o
n
g
 t

h
e
 T
i
b
e
t
a
n
s
.
 
T
'
o
u
n
g
 p
a
o
,
1
9
1
4
)
、
竿
手
土
有
ぶ
”
六

Jシ
U

に
試
み
た
西
夏
の
占
卜
に
闘
す
る
考
察
（
「
西
夏
の
民
族
信
仰
に
つ
い

て
」
古
代
學
五
巻
一
琥
‘
―
ニ
ー
ニ
―
頁
）
も
こ
れ
ら
新
資
料
を
加
え

て
検
討
し
直
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

以
上
は
ネ
フ
ス
キ
氏
生
前
に
披
表
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
他
に
も
多
く
の
遺
稿
が
蹄
國
後
の
業
鎖
と
し
て
残
さ
れ
て
お

り
、
今
度
そ
の
中
か
ら
前
掲
書

(
T
.
d
)
.
）
に
牧
録
さ
れ
た
も
の
と

し
て
次
の
諸
篇
が
あ
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

⑳
十
二
世
紀
西
夏
圏
に
お
け
る
天
盟
崇
拝
に
つ
い
て

(ICyJI'.hT 
H
e
6
e
c
m
,
I
x
 CBeTIIJI 
n
 T
a
n
r
y
T
C
I
W
M
 rocy,llapc, 

T
B
e
 
XII ne:im.) 
c. 
5
2ー

73.

西
夏
語
昔
研
究
に
到
す
る
諸
資
料

H3Y'IeIUIJI T
a
n
r
y
T
c
1
r
n
r
o
 n
p
m
m
n
o
m
e
m
u
r
.
)
 c. 
1
0
7
|
1
3
1
.
 

⑳
西
夏
語
の
韻
圏
(
T
a
I
I
r
y
T
O
K
I
I
e
合
)
0
I
I
e
T
I
F
I
e
c
m
I
e
T
a
6』
II'

n
u
.
)
 
c
.
1
3
2ー

1
3
9
.

⑳
語
羹
・
文
法
諸
資
料
（
白
C
K
C
i
m
o
-
r
p
a
M
M
U
'
l
'
H
'
I
C
C
K
I
I
C

M
a
T
e
p
1
m
J
I
L
I
.
)
 
c. 
1
5
3ー

1
6
2
.
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生
涯

七

が
あ
り
、
さ
ら
に
本
書
の
大
半
（
第
一
部
、

C.
1
6
7ー

6
0
1
.

二
部
全
腔
、

C.
5ー

6
6
6
.
)

を
占
め
る
、

⑳

西

夏

語

字

典

(
T
a
n
r
y
T
C
K
H
}
I
g
O
B
a
p
'
b
.
)

が
あ
る
。
⑳
は
星
宿
に
つ
い
て
詳
述
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
西

夏
の
星
宿
に
つ
い
て
は
、
淳
祐
天
文
圏
な
ど
宋
代
の
星
宿
（
藪
内

清
膊
士
「
宋
代
の
星
宿
」
東
方
學
報
第
七
冊
、
四
ニ
ー
八
九
頁
参
照
）
と

の
比
較
研
究
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
⑱
で
は
西
夏
昔
研
究
の
資
料
を

囚
西
夏
・
渡
語
（
の
音
封
照
）
資
料
、
⑱
西
夏
・
チ
ベ
ッ
ト
語
（
の

音
封
照
）
資
料
、
c
純
粋
の
西
夏
資
料
に
三
分
さ
れ
て
、
夫
々
解

説
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
同
昔
」
．
「
文
海
」
・
「
文
海
維
類
」
・
「
文
海

賓
韻
」
な
ど
の
韻
書
が
紹
介
さ
れ
た
が
、
⑲
で
は
以
上
の
韻
書
と

性
格
を
異
に
す
る
「
五
磐
切
韻
」
な
る
韻
園
を
と
り
上
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
韻
岡
韻
書
を
組
み
合
は
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

果
し
て
西
夏
語
の
音
素
腔
系
を
わ
く
づ
け
得
る
や
に
つ
い
て
は
、

西
田
龍
雄
氏
の
批
判
を
聴
か
ね
ば
な
ら
な
い
（
前
掲
「
故

N
e
v
s
k
y

氏
の
西
夏
語
研
究
に
つ
い
て
」
五
九
ー
六

0
頁
）
。
岡
に
お
い
て
は
、
七

つ
の
箪
語
ー
|
i

土
耳
古
玉
・
莱
•
森
・
李
．
葡
萄
・
土
と
砂
一
塵
．

蓮
華
ー
—
ー
に
考
證
を
加
え
て
、B
.
L
a
u
f
e
r
の
諸
論
文
に
み
え
た

見
解
を
装
展
さ
せ
、
な
お
、
形
容
詞
、
代
名
詞
、
敷
詞
に
つ
い
て

略
説
し
て
い
る
。
翻
の
「
西
夏
語
字
典
」
の
臆
裁
は
、
一
つ
の
西

夏
字
に
た
い
し
て
、
④
漠
字
に
よ
る
一
音
表
記
と
そ
の
中
國
音
、
⑱

チ

ベ

ッ

ト

文

字

に

よ

c

ネ

フ

ス

キ

氏

の

推

定

昔

、

⑪ と
第



p
r
y
 ， ニ

コ
ラ
イ

•
A

・
ネ
フ
ス
キ
氏
の
業
鑽
と
生
涯

「
文
海
」
・
「
文
海
貨
韻
」
の
韻
類
お
よ
び
文
字
ナ
ン
バ
ー
、
⑱
「
同

昔
」
の
蹄
圏
類
、
⑱
淡
繹
（
と
き
に
は
チ
ベ
ッ
ト
繹
も
）
、
＠
英

謬
と
ロ
ジ
ア
闘
、
⑪
使
用
例
、
①
親
近
言
語
形
の
指
摘
な
ど
が
附

せ
ら
れ
て
い
る
。
（
尤
も
、
文
字
徳
に
以
上
す
べ
て
が
満
た
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
）
本
字
典
は
氏
の
遺
稿
ノ
ー
ト
を
｛
島
員
複

製
し
た
も
の
で
あ
り
、
故
人
と
し
て
は
未
だ
ノ
ー
ト
の
ま
ま
で
十

分
整
理
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
で
公
に
さ
れ
る
こ
と
は
不
本
意
で
あ

ろ
う
け
れ
ど
、
か
か
る
重
要
な
研
究
成
果
を
公
に
せ
ら
れ
た
こ
と

は
、
そ
れ
自
髄
、
西
夏
學
稜
逹
史
の
上
に
一
時
期
を
測
す
る
も
の

で
あ
る
。

以
上
み
て
来
た
よ
う
に
、
氏
の
西
夏
學
研
究
は
蹄
國
後
も
済
々

と
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
さ
ら
に
そ
の
他
の
面
に
お
い
て
も
逐
次

嶺
表
を
績
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
な
お
目
賭
の
機
會

を
え
て
い
な
い
が
、
一
九
三
四
年
に
は
コ
ル
パ
ク
チ
ー

(E.
lVI. 

K
O
臼

r
r
a
K
•
r
n
)

氏
と
共
著
で
、

⑬
日
本
語
ー
初
級
コ
ー
ス
ー
（
苔
OIICirnil:.ll3LII¥:
(IIa'IaJI'.b, 

HLIII 
K
y
p
c
)
,
 
II3/IUHIIC 
J
f
o
1
m
m
'
p
a
;
i
c
1
w
r
o
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O
C
T
O
'
I
H
O
I
'
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I
I
H
C
T
I
I
T
J
T
a
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を
出
さ
れ
た
他
に
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
記
念
論
文
集
に
、

闘

虹

語

源

考

(
I
l
p
c
1
1
o
c
T
a
B
J
1
e
m
r
e
o
 p
a
1
r
y
r
e
,
 
H
:
m
,
 
o
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c
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<
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I
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3
6
7ー

3
7
6
.

の
一
篇
を
寄
稿
し
て
お
ら
れ
る
が
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
記
念
論
文

集
に
つ
い
て
は
つ
と
に
石
濱
博
士
の
御
紹
介
が
あ
る
（
東
洋
史
研
究

巻
二
披
、
四
(
U—
四
三
頁
）
。
引
績
き
、
翌
年
に
は
、

斡
六
ー
八
世
紀
、
古
代
日
本
の
儀
證
的
詩
歌
（
祝
詞
）

(
K
y
 JIT.TOBUJI 
rroe3IIJI 
Jprem1eil: 
J
l
r
r
o
m
m
 
(
Y
Iー
V
I
I
I

B
B
.
）（
H
o
p
月
0
)
.
I
I
e
p
e
B
O
J
l
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I
I
I
O
H
C
K
O
r
O
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I臼
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』
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3
0
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⑲
ア
イ
ヌ
の
民
間
他
承

(
A
i
'
r
n
c
m
r
1
1
<f>o
且
呂
g
o
p
.
I
I
e
p
e
u
'
 

on:, 
BCTJII!ITC.Jl'.h!Ia51 
CTUT'.hll, 
r
r
p
H
M
C
'
I
U
H
H
5
1
,
 
T
m
r
 :/IW. 

の
二
篇
を
出
さ
れ
た
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
東
京
滞
在
時
代
よ
り

た
氏
の
日
本
柳
田
園
男
氏
を
中
心
と
す
る
研
究
會
そ
の
他
に
お
い

て
推
進
さ
れ
古
代
文
學
研
究
が
、
萬
葉
集
、
風
土
記
よ
り
さ
ら
に

進
ん
で
祝
詞
に
及
ん
で
行
っ
た
も
の
と
み
る
べ
く
、
後
者
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
小
樽
滞
在
時
代
よ
り
開
心
を
も
た
れ
て
い
た
も
の

と
み
る
べ
き
で
、
な
お
、
ア
イ
ヌ
語
に
つ
い
て
は
京
都
大
學
で
講

義
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
（
前
述
）
。
さ
ら
に
、

6
C
T
.
0
.
n

第
一
部

(
C
.
 
1
5
.
)

に
の
せ
た
ネ
フ
ス
キ
氏
著
作
目
録
に
よ
れ
ば
、

斡

l
I
O
C
T
P
O
'
I
H
h
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g
O
B
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'
.
h

K
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一
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•
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ス
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生
涯
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¥
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の
二
篇
0
日
本
民
話
の
賢
語
僻
典
が
出
さ
れ
、
そ
の
刊
行
年
次
は

詳
か
で
な
い
が
、
や
は
り
前
記
論
文
と
一
連
の
述
作
と
み
な
さ
れ

ょ
う
。
但
し
、
こ
こ
の
二
篇
の
日
本
民
話
の
内
容
は
詳
で
な
く
、

斡
の
民
話
の
テ
ー
マ
は
「
前
の
官
」
の
意
、
岡
の
そ
れ
は
「
首
<

く
り
の
老
婆
」
の
意
で
あ
る
が
、
民
話
の
質
腔
が
明
か
で
な
い
の

で
、
日
本
の
何
慮
の
民
話
な
の
か
突
止
め
ら
れ
ぬ
の
は
逍
憾
で
あ

同
じ
く
一
九
三
五
年
に
は
、

⑱
モ
ス
コ
ヴ
ィ
ー
よ
り
ソ
連
へ
(
+
月
と
日
本
語
）
（
O
T
《

M
o
,

gOBHH

>

I~

C
C
C
P
 (
0
R
T
J
I
6
p
'
h
 
II 
JIIIOHCim:i'r 
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T
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足
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が
装
表
せ
ら
れ
、
本
論
文
も
ま
た
見
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
内
容

が
よ
く
判
ら
な
い
が
、

K.
A
.
 
P
o
p
o
w
,
 
B
i
h
l
i
o
g
r
n
p
h
i
e
 
cler 

A
r
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che・

（
原
文
は
ロ
シ
ア
文
の
獨
評
）
（
N
.

D
.
M
・
G
,
 Bel. 
I
I
I
ー
H
e
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t

I》

1
9
6
1
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S. 
156.)

に
よ
れ
ば
、

,
,
S
p
r
a
c
h
g
e
s
c
h
i
c
h
t
e
"

に犀四

す
る
述
作
に
し
て
、
l¥'.IocR:onn11
(
M
o
s
k
o
w
i
j
a
)

と
は
、
こ
v
e
r
a
l
,

tete, 
v
o
n
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u
s
l
a
n
c
l
e
r
n
 
g
e
b
r
a
u
c
h
t
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七
五

R
u
s
s
l
a
n
d
"

で
あ
る
と
い
う
。

な
お
、
や
は
り
こ
の
年
に
は
、

⑲
暫
訳
方
言
資
料

(l¥faTe.111rnJ1LI

n
o
 
roBopall! 
U
o
y
,ー

《

T
p
y
;
r
u

I
1
n
c
T
n
T
y
T
a
 
BOgOIWBC/lCill!JI 
A
I
W
/
l
C
M
H
H
 

n
a
y
R
 C
C
C
P》
,

T
.
 
X
I
,
 
l¥I.-JI., 
C
T
p
.
 
136. 

が
出
さ
れ
た
。
高
砂
族
の
ツ
オ
ゥ
族
は
阿
里
山
及
び
そ
の
附
近
に

住
み
、
狩
主
農
従
の
生
活
を
螢
み
束
っ
た
も
の
で
、
ツ
オ
ゥ
と
は

人
間
の
意
で
あ
る
と
い
う
（
培
田
福
太
郎
氏
「
原
始
刑
法
の
探
求
」
八

頁
）
。
ツ
ォ
ゥ
族
の
言
語
研
究
は
愛
井
恵
倫
氏
の
悠
源
に
な
る
も
の

で
（
高
橋
博
士
「
ネ
フ
ス
キ
ー
氏
に
つ
い
て
」
二
九
四
頁
）
、
一
九
二
七

年
、
豪
潤
に
赴
い
て
調
査
さ
れ
た
結
果
を
こ
こ
に
ま
と
め
上
げ
ら

れ
た
の
で
あ
っ
た
。
澤
井
恵
倫
氏
は
「
憂
潤
言
語
學
は
ど
こ
ま
で

進
ん
だ
か
？
」
（
民
族
學
研
究
一
八
巻
一
・
ニ
琥
）
と
題
す
る
論
文
に

お
い
て
、
豪
潤
語
を
研
究
し
た
異
邦
人
と
し
て
、

O
t
t
o
S
c
h
e
e
r
e
r
 

(
1
9
3
8
歿
）
の
次
に
ネ
フ
ス
キ
氏
を
あ
ぐ
べ
し
と
し
、
ネ
フ
ス
キ

氏
は
い
か
な
る
音
で
も
員
似
る
こ
と
が
出
来
、
蕃
族
の
言
葉
を
昔

字
を
以
て
直
ち
に
筆
記
出
来
た
と
記
さ
れ
て
い
る
（
同
上
、
一
四
頁
）
。

本
書
の
引
用
文
獣
は
ヴ
ァ
ラ
ィ
ア
チ
ー
に
富
み
、
言
語
闘
係
、
壷

潤
蕃
族
慎
習
闊
係
文
獣
は
無
論
の
こ
と
、
柳
田
國
男
、
松
岡
静
雄

雨
氏
ら
の
述
作
、
さ
ら
に
栗
田
寛
氏
「
古
風
土
記
逸
文
考
證
」

（
東
京
、
一
九
0
1
―
一
年
）
に
も
及
ん
で
お
り
、
「
風
土
記
逸
文
」
は

柳
田
氏
御
宅
に
お
け
る
輪
詔
會
よ
り
以
来
、
氏
の
手
が
け
ら
れ
た



六

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
氏
の
こ
の
こ
と
は
、
民

俗
學
研
究
に
お
け
る
獨
特
な
方
法
を
頸
わ
し
め
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
氏
の
婦
國
後
の
業
績
を
通
観
し
て
み
る
の
に
、
西
夏
學

並
び
に
そ
の
他
の
方
面
の
研
究
を
も
含
め
て
、
氏
の
生
前
に
お
け

る
稜
表
は
一
九
三
五
・
六
年
の
こ
ろ
を
以
て
終
を
告
げ
、
一
九
三

八
年
逝
去
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

ネ
フ
ス
キ
氏
は
日
本
か
ら
の
蹄
闘
に
際
し
て
、
そ
れ
迄
書
き
た

め
ら
れ
た
ノ
ー
ト
類
、
カ
ー
ド
類
を
蔵
書
と
と
も
に
夫
人
の
質
家

に
預
け
ら
れ
た
。
何
故
に
こ
の
よ
う
に
せ
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
間

の
事
情
は
判
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
資
料
類
及
び
蔵
書
を
牧

め
た
大
型
ト
ラ
ン
ク
は
種
々
の
事
情
の
た
め
に
、
小
樽
の
古
本
屋

の
手
に
入
り
、
そ
れ
が
拓
植
銀
行
に
お
ら
れ
た
長
谷
川
幾
久
雄
氏

の
牧
蔵
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
の
紐
緯
に
つ
い
て
は
長
谷

川
氏
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
（
底
の
蒐
書
遍
歴
」
一
四
頁
以
下
）
。

長
谷
川
氏
は
ネ
フ
ス
キ
氏
奮
蔵
書
の
中
、
ロ
ジ
ア
語
の
も
の
を
除

い
て
目
録
を
作
ら
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
未
だ
見
て
い
な
い
。
し
か

し
、
長
谷
川
氏
が
前
掲
書
の
中
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ

つ
て
も
、
特
殊
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
注
目
さ
る
べ
き
も
の
と

思
わ
れ
る
が
、
さ
ら
に
重
要
な
も
の
は
残
さ
れ
た
遣
稿
ノ
ー
ト
敷

十
冊
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
な
も
の
は
西
夏
語
と
日
本
古
語
に
開
す

-
h
ラ
イ

•
A

・
ネ
フ
ス
キ
氏
の

る
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
（
本
年
四
月
一
七
日
附
、
長
谷
川
氏
の
筆
者

宛
て
の
御
束
信
に
よ
る
。
）
、
そ
の
中
で
沖
縄
方
言
に
闘
す
る
ノ
ー
ト

は
寓
員
に
撮
ら
れ
た
が
（
前
述
）
、
そ
の
他
に
も
、
日
本
に
留
め
お

か
れ
た
西
夏
語
字
典
の
下
書
き
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
含
め
て
敷

多
く
の
ノ
ー
ト
類
が
あ
り
、
今
後
の
研
究
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ

ん
こ
と
を
切
に
願
う
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
節
國
後
の
氏
の
業
績
の
中
、
西
夏
學
研
究
に
閻
し
た

論
文
九
篇
は
西
夏
語
字
典
と
と
も
に
前
掲
書
の
中
に
牧
載
せ
ら
れ

た
が
、
そ
の
他
に
も
、
「
氏
の
筆
に
な
っ
た
、
多
く
の
學
問
的
に

非
常
に
興
味
の
あ
る
努
作
が
今
な
お
そ
の
疲
表
を
待
っ
て
い
る
。
」

と
偲
え
ら
れ
る
上
に

(
3
•
H
.ro
p
6
a
,
r
e
n
a
,
 
H
.
 A•Hencrrnii: 

苔
It

T
a
H
r
y
T
O
B
C
/
T
.
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10ー

11.

蒜
則
掲
書
即
川
叫
5
)

、
西
夏
學
以
外

の
研
究
業
績
に
い
た
つ
て
は
、
漿
表
消
み
の
も
の
で
も
今
日
殆
ん

ど
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
現
状
に
お
い
て
は
、
小
篇
冒
頭
に
ふ
れ

た
、
ネ
フ
ス
キ
氏
の
選
集
、
さ
ら
に
は
全
集
の
刊
行
計
甕
が
逹
成

せ
ら
れ
ん
こ
と
を
切
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
は
、

日
本
に
残
さ
れ
た
資
料
類
も
併
せ
て
検
討
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
ネ
フ
ス
キ
氏
が
鋭
意
調
査
を
す
す
め
ら
れ
た
コ
ズ
ロ

フ
・
コ
レ
ク
ジ
ョ
ソ
は
そ
の
後
、
東
方
學
研
究
所
に
お
い
て
、
ゴ

ル
バ
チ
ニ
ー
バ
女
史
ら
に
よ
つ
て
、
整
理
が
績
行
さ
れ
て
登
録
番

琥
も
附
せ
ら
れ
て
い
る
が

(3.
H
.
 l'op6a•rena, 

T
a
n
r
y
T
C
K
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